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論文内容の要旨

コンビュータによる画像処理の中でも，特にテクスチャの解析を行なっている。人間が日で物を認

識する場合に，その物体の表面に見られるキメとか模様(テクスチャ)を手がかりにしてその物体の

輪郭を検出し，その形とテクスチャの種類からその物体が何であるか同定することができる。このよ

うな人間の機能を機械にも賦与することは，人工知能研究にとって興味ある問題であり，実用的にも

航空写真や医用画像などの自動解析に必要である。その解析方法は，統計レベルの解析と構造レベル

の解析に大別でき，いずれの場合も，テクスチャの特徴を抽出するアルゴリズムと，画像を異なるテ

クスチャ，領域に分割するアルゴリズムがある。

統計レベルの解析による特徴抽出の方法は現在までに多数提案されているが，それらを系統的に整

理し，それらの関係を明らかにしている。また，各解析方法の特徴抽出能力を評価するために，分類

能力の他に，その内部表現を明らかにする方法として，得られる特徴量に基づいて原画像を再構成す

ることを提案している。

統計レベルの解析による領域分割では，従来の固定平均化法では誤まった結果が生じる問題を，可

変平均化法により解決している。

構造レベルの解析では，自然物のテクスチャに対して，その構成要素を抽出し，その要素の性質の

分布と配列法則により，テクスチャの記述を行なっている。そして，この記述を利用して，テクスチ

ャの分類実験とテクスチャ画像の再構成を行なっている。

また， 2 値化の容易な画像に対して，テクスチャの構成要素の性質と配列の一様性を調べて，画像

を異なるテクスチャ領域に分割している。
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論文の審査結果の要旨

計算機によるテクスチャ画像の解析には，従来主として統計レベルの手法が用いられていたが，新

しく構造レベルの解析法を提案し その有効性を実証した。

テクスチャ，要素がある種の規則に従って配列される繰り返しパターンと考え，その要素を計算機

が画面から抽出し，分類し，分類されたクラスの性質を調べる D また要素の配列の性質を算定する。

このようにして得られた各々のテクスチャ画像の記述を利用してテクスチャの分類が行なえることを，

多くのテクスチャ標本について実験し，満足し得る結果が得られた。また，この手法を異なるテクス

チャ領域の境界検出に利用し，十分な成果が得られた。さらにテクスチャ画像解析の評価法として，

再生実験を行うことを提案し，その有効性を示した。

このように，テクスチャ解析に対して多くの基本的アイデアと，それを裏づける実験結果を得てお

り，博士論文として価値あるものと認める。
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